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ま
え
が
き

　

昨
秋
（
2
0
2
3

年
）
10
月
、
ビ
ル
マ

作
戦
協
会（
B
C
S：

日
英
和
解
促
進
会
）

と
共
に
大
東
亜
戦
争

時
の
ビ
ル
マ
で
戦
っ

た
元
英
国
退
役
軍
人
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
デ

イ
氏
（
97
歳
）
が
来
日
さ
れ
、
日
本
各
地

で
戦
没
者
慰
霊
碑
に
参
拝
さ
れ
ま
し
た
。

千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
で
は
在
日
英
国
お

よ
び
N
Z
大
使
と
各
国
大
使
館
武
官
も
参

列
さ
れ
、
国
際
慰
霊
祭
が
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。
ま
た
保
土
谷
旧
連
合
国
墓
地
に
も

参
列
、
そ
の
後
、
山
形
の
乗
慶
寺
（
コ
ヒ

マ
戦
で
戦
わ
れ
た
佐
藤
幸
徳
氏
ゆ
か
り
の

寺
）、
そ
し
て
京
都
霊

り
ょ
う

山ざ
ん

観
音
の
歩
兵
1

6 

8
聯
隊
慰
霊
祭
に
も
参
列
く
だ
さ
り
、

各
地
で
日
英
和
解
交
流
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
そ
の
訪
日
に
先
駆
け
た
歓
迎
式
典
に

て
偕
行
社
様
と
の
ご
縁
を
頂
き
、
こ
の
度
、

物
故
者
遺
族
の
立
場
な
が
ら
『
偕
行
』
に

寄
稿
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
事
、
改
め
て
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ビ
ル
マ
戦
の
概
況

　

今
年
は
戦
後
79
年
を
迎
え
ま
す
。
ご
存

じ
の
通
り
、
大
東
亜
戦
争
全
体
で
日
本
軍

は
2
4
0
万
人
の
尊
い
命
を
失
い
ま
し
た
。

中
で
も
ビ
ル
マ
戦
線
で
は
日
本
兵
は
19
万

2
7
3
5
名
の
方
が
戦
火
に
倒
れ
散さ

ん

華げ

さ

れ
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
相
手
国
・
連
合
軍

側
で
も
多
大
の
犠
牲
者
を
出
し
、
戦
場
と

な
っ
た
イ
ン
パ
ー
ル
（
イ
ン
ド
）、
そ
し

て
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
及
ん
で
は
、
日
本
軍
を

超
え
る
と
も
言
わ
れ
る
甚
大
な
る
犠
牲
者

を
出
し
た
事
を
私
達
は
忘
れ
て
は
な
り
ま

せ
ん
。

　
「
ジ
ャ
ワ
の
極
楽
・
ビ
ル
マ
の
地
獄
・

生
き
て
帰
れ
ぬ
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
」
と
当
時

例
え
ら
れ
た
ビ
ル
マ
戦
争
で
す
。

　

食
糧
や
武
器
弾
薬
は
困
難
な
地
形
か
ら

十
分
な
補
給
が
な
く
、
川
幅
6
0
0
㍍
に

及
ぶ
チ
ン
ド
ウ
ィ
ン
川
を
渡
り
き
れ
ず
、

馬
や
武
器
の
多
く
を
流
さ
れ
ま
し
た
。
ア

メ
ー
バ
赤
痢
や
マ
ラ
リ
ア
に
苦
し
み
な
が

ら
、
幾
重
に
も
連
な
る
2
0
0
0
㍍
級
の

ア
ラ
カ
ン
山
脈
を
武
器
や
大
砲
を
解
体
し

て
人
力
で
越
え
、
イ
ン
パ
ー
ル
や
コ
ヒ
マ

を
目
指
し
た
想
像
を
絶
す
る
作
戦
で
し

た
。
イ
ン
パ
ー
ル
突
入
直
前
に
撤
退
を
余

儀
な
く
さ
れ
、
再
び
ア
ラ
カ
ン
山
脈
と
濁

流
の
チ
ン
ド
ウ
ィ
ン
川
を
戻
り
、
戦
闘
よ

り
も
撤
退
時
に
力
尽
き
て
亡
く
な
っ
た
将

兵
の
多
さ
に
驚
き
ま
す
。
そ
し
て
、
更
な

る
イ
ラ
ワ
ジ
・
メ
イ
ク
テ
イ
ラ
ー
会
戦
に

突
入
し　

連
合
軍
の
総
攻
撃
を
受
け
幾
つ

も
の
白
骨
街
道
を
作
り
な
が
ら
壊
滅
的
被

害
を
生
ん
だ
と
さ
れ
る
事
実
を
戦
史
か
ら

学
び
ま
し
た
。
イ
ン
パ
ー
ル
以
外
に
も
、

ア
キ
ャ
ブ
作
戦
・
ミ
ー
ト
キ
ー
ナ

（M
yitkyina

）
の
戦
い
・
イ
ラ
ワ
ジ
・
メ

イ
ク
テ
イ
ラ
ー
戦
ほ
か
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦

を
超
え
る
犠
牲
者
を
出
し
た
多
数
の
作
戦

が
あ
っ
た
事
は
、
世
間
に
は
余
り
知
ら
れ

て
お
り
ま
せ
ん
。

【
上
図
：「
ビ
ル
マ
戦
争
の
各
作
戦
（
筆
者

作
成
に
加
筆
）」。
左
表
「
部
隊
区
分
」】

時
代
背
景　

軍
人
教
育

　

戦
後
生
ま
れ
の
私
は
、
父
か
ら
戦
争
の

話
を
聞
き
な
が
ら
育
ち
ま
し
た
。
ず
っ
と

戦
争
が
続
い
た
時
代
が
日
本
に
も
あ
っ
た

事
は
遠
い
話
の
よ
う
で
し
た
。

　

当
時
、
軍
人
と
し
て
「
尊
皇
と
国
体
の

護
持
」
の
精
神
訓
話
の
思
想
教
育
が
徹
底

さ
れ
「
国
の
為
に
戦
う
・
陛
下
の
為
に
死

ぬ
」
と
教
育
さ
れ
、「
軍
人
勅
諭
」（
忠
節・

礼
儀
・
武
勇
・
信
義
・
質
素
）
を
重
ん
じ

た
そ
う
で
し
た
。

　

33
軍
56
師
団
（
龍
兵
団
）
野
砲
兵
拉ら

孟も
う

守
備
隊
木
下
昌
巳
中
将
の
証
言
に
、「
当
時

の
陸
軍
士
官
学
校
で
の
教
育
は
3
年
間
で

実
習
演
習
し
た
の
は
、
た
っ
た
10
回
の
み

で
そ
れ
以
外
は
思
想
教
育
だ
っ
た
」
と
歴

史
研
究
家
の
取
材
記
録
か
ら
知
り
ま
し
た
。

　

日
本
国
を
守
る
た
め
に
国
民
全
員
が
一

丸
と
な
っ
て
戦
わ
れ
た
時
代
で
す
。
今
の

ミ
ャ
ン
マ
ー
僧
に
な
り

戦
没
者
慰
霊
を
続
け
た
父

　

歩
兵
第
1
6
8
聯
隊
慰
霊
世
話
人
代
表

藤
原　

淑
子

イ
ン
ド

タ
イ
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日
本
の
平
和
は
戦
争
の
犠
牲
の
上
に
成
り

立
ち
、
多
く
の
方
の
知
恵
と
ご
尽
力
に
よ

り
守
り
継
が
れ
た
こ
と
に
感
謝
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

父
今
里
淑
郎
の
紹
介
と
所
属
部
隊

　

私
の
父
は
今い

ま

里さ
と

淑し
ゅ
く

郎ろ
う

と
申
し
ま
す
。

　

1
9
4
3
年
（
昭

和
18
）、
21
歳
で
兵

庫
県
の
篠さ

さ

山や
ま

歩
兵
第

1
6
8
聯
隊
に
入

隊
。

　

幹
部
候
補
生
試
験

に
合
格
す
る
も
体
力

弱
小
の
為
、
将
校
不

適
と
な
り
下
士
官
で

教
育
指
導
の
任
務
に

就
い
て
お
り
ま
し

た
。
し
か
し
急
遽
通

信
隊
に
欠
員
が
で
き

た
と
い
う
こ
と
で
、

通
信
中
隊
無
線
通
信

第
7
分
隊
長（
軍
曹
）

と
し
て
戦
況
が
悪
化
し
て
か
ら
の
ビ
ル
マ

へ
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
イ
ン
パ
ー
ル
救
援
部
隊
」
と
し
て
「
ビ

ル
マ
方
面
軍
49
師
団
歩
兵
第
1
6
8
聯
隊

通
信
隊
」
に
所
属
し
、
メ
イ
ク
テ
イ
ラ
ー

に
急
進
し
た
先
陣
隊
4
0
0
名
の
中
の

た
っ
た
2
人
の
生
き
残
り
で
す
。

　

父
の
口
癖
は
「
生
か
さ
れ
た
命
は
戦
没

者
慰
霊
を
す
る
た
め
だ
」
と
言
い
続
け
、

ビ
ル
マ
上
座
僧
の
資
格
を
得
て
ミ
ャ
ン

マ
ー
お
よ
び
国
内
に
て
生
涯
戦
没
者
慰
霊

に
努
め
ま
し
た
。

【
写
真
右
か
ら
「
入
隊
時
の
父
21
歳
」「
聯

隊
営
門
」「
営
門
跡
地
に
〝
歩
兵
第
1
6
8

聯
隊
発
祥
の
地
〟
の
碑
（
丹
波
篠
山
市
）」】

49
師
団
狼
兵
団
歩
兵
第
1
6
8
聯
隊
の
戦
歴

　

49
師
団（
狼
兵
団：

竹
原
三
郎
師
団
長
）

歩
兵
第
1
6
8
聯
隊

は
、
吉
田
四
郎
聯
隊

長
【
写
真
】
率
い
る
「
イ
ン
パ
ー
ル
救
援

部
隊
」
と
し
て
雲
南
戦
（
断
作
戦
）
で
33

軍
配
属
2
師
団
勇
兵
団
の
配
属
を
命
じ
ら

れ
、（
1
9
4
4
年
9
月
～
）
そ
の
後
竜

兵
団
に
も
付
き
竜
陵
解
囲
、
拉
猛
・
騰
越

～
平
憂
救
出
作
戦
に
参
戦
。
そ
の
後
ワ
ン

チ
ン
陣
地
構
築
、
ま
た
18
師
団
菊
兵
団
の

「
助
っ
人
兵
団
」
と
し
て
隷
下
に
つ
き
、

バ
ー
モ
救
出
作
戦
に
参
加
。
救
出
は
成
功

し
、
歩
兵
第
1
6
8
聯
隊
は
「
感
状
」
を

2
度
拝
受
し
ま
し
た
。

【
写
真
：
上
「
昭
和
19
年
12
月
」、
下
「
同

20
年
2
月
」】

　

第
1
6
8
聯
隊
は
精
強
な
部
隊
で
あ
っ

た
そ
う
で
す
。
父
の
部
屋
に
は
バ
ー
モ
作

戦
に
て
49
師
団
1
6
8
聯
隊
通
信
中
隊
今

里
分
隊
と
部
隊
名
が
書
か
れ
た
「
感
状
」

が
重
厚
な
額
入
り
飾
っ
て
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
当
時
は
物
で
は
な
く
、
名
誉
を
与
え

ら
れ
る
こ
と
が
兵
士
に
と
り
何
よ
り
の
大

き
な
喜
び
で
あ
り
、
精
神
的
に
も
士
気
を

高
め
、
支
え
ら
れ
た
と
言
っ
て
お
り
ま
し

た
。

　

メ
イ
ク
テ
イ
ラ
ー
会
戦
（
盤
作
戦
：
上

図
：『
イ
ラ
ワ
ジ
会
戦
』（
陸
戦
史
研
究
普

及
会
編
）
引
用
））
で
は
メ
イ
ミ
ョ
ウ
到

着
時
に
ビ
ル
マ
方
面
軍
直
属
原
隊
に
戻

り
、「
メ
イ
ク
テ
イ
ラ
ー
に
急
進
せ
よ
」

と
の
緊
急
命
令
を
受
け
、
吉
田
聯
隊
長
と

共
に
父
は「
先
発
隊
4
0
0
名
」と
し
て
、

武
器
や
通
信
機
器
も
後
で
送
る
と
い
う
指

示
の
も
と
急
進
。
歩
兵
第
1
、
第
2
大
隊

が
戦
局
激
変
し
た
メ
イ
ク
テ
イ
ラ
ー
（
メ

イ
ッ
テ
ィ
ー
ラM

eiktila

日
本
軍
の
兵
站

基
地
あ
り
）へ
向
か
い
ま
し
た（
1
9
4
5

年
2
月
27
日
到
着
）。
急
進
命
令
を
受
け

た
時
点
で
は
連
合
軍
の
戦
車
は
数
十
両
と

の
情
報
を
受
け
現
地
に
向
か
う
も
、
英
印

軍
2
0
0
0
名
に
そ
の
後
戦
車
・
自
動
貨

車
は
約
2
0
0
0
両
と
の
情
報
に
変
わ
っ

て
い
た
と
い
い
ま
す
。

　

日
本
軍
は
約
4
・
4
万
人
で
戦
闘
部
隊

ら
し
き
部
隊
も
な
く
、
同
地
守
備
隊
長
粕

谷
少
将
よ
り
聯
隊
は
唯
一
の
戦
闘
部
隊
と

し
て
最
前
線
の
守
備
を
命
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

既
に
英
軍
14
万
人
、
戦
車
、
自
動
貨
車

に
増
強
さ
れ
巨
大
な
米
製
の
M
4
中
戦
車

を
先
頭
に
攻
撃
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
敵

機
の
爆
撃
も
激
し
く
重
砲
火
、
戦
車
の
猛

烈
な
砲
撃
を
受
け
包
囲
さ
れ
総
攻
撃
を
仕

掛
け
ら
れ
る
に
対
し
、
第
1
6
8
聯
隊
先

発
隊
は
後
続
部
隊
未
到
着
の
ま
ま
、
武
器
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弾
薬
も
届
か
ず
対
戦
車
火
器
も
な
い
ま

ま
、
歩
兵
に
よ
る
肉
薄
攻
撃
（
対
戦
車
地

雷
や
爆
薬
を
背
負
い
敵
戦
車
に
飛
び
込

む
）
が
随
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
1
6
8
聯
隊
先
発
隊
は
、
英
軍
に
対

し
火
砲
の
直
接
照
準
射
撃
に
て
応
戦
す
る

も
、
圧
倒
的
な
兵
力
と
物
量
の
差
は
歴
然

で
し
た
。
メ
イ
ク
テ
イ
ラ
ー
湖
畔
で
多
数

の
部
隊
が
壊
滅
的
損
害
を
受
け
、
3
月
2

日
敵
戦
車
は
聯
隊
長
の
壕
に
迫
り
75
㍉
砲

弾
多
数
を
撃
ち
込
み
第
1
6
8
聯
隊
の
吉

田
聯
隊
長
以
下
泉
少
佐
、
茶
戸
中
尉
、
錦

戸
少
尉
を
始
め
先
発
隊
は
ほ
ぼ
全
滅
、
戦

場
と
な
っ
た
湖
西
地
区
一
帯
は
凄
惨
そ
の

も
の
で
し
た
。

　

メ
イ
ク
テ
イ
ラ
ー
防
衛
戦
全
体
で
は
1

万
9
5
0
0
人
を
亡
く
す
惨
敗
と
な
っ
た

の
で
す
。（
1
9
4
5
年
3
月
1
～
3
日
）

（
96
歳
ビ
ル
マ
戦
線
の
証
言
よ
り
。
45
ペ
ー

ジ
）

　

父
は
、
メ
イ
ク
テ
イ
ラ
ー
に
急
進
し
た

先
発
隊
4
0
0
名
の
内
、
た
っ
た
2
人
の

生
き
残
り
と
な
り
ま
し
た
。
銃
弾
を
受
け

な
が
ら
も
生
き
残
っ
た
も
う
一
人
も
部
下

の
通
信
兵
で
し
た
。
メ
イ
ク
テ
イ
ラ
ー
湖

の
近
傍
に
あ
る
「
ト
ラ
ボ
ト
ラ
キ
ョ
ン
寺

院
」「
シ
ュ
エ
チ
ャ
ン
寺
院
」
内
に
は
、

壊
滅
的
被
害
を
受
け
た
各
部
隊
の
慰
霊
碑

が
多
数
建
立
さ
れ
て
お
り
、「
歩
兵
第

1
6
8
聯
隊
慰
霊
碑
」
も
通
信
隊
に
よ
り

建
立
さ
れ
ま
し
た
（
1
9
7
8
年
2
月
）。

　

碑
文
に
は
、「
マ
ン
ダ
レ
ー
イ
ラ
ワ
ジ

戦
で
2
万
人
、
ミ
ッ
ド
キ
ー
ナ
戦
2
・

8
万
人
、
イ
ン
パ
ー
ル
撤
退
に
て
1
・

8
万
人
、
既
に
犠
牲
を
出
し
続
け
て
戦
力

低
下
の
日
本
軍
で
し
た
。
そ
の
後
、
後
方

部
隊
到
着
せ
ぬ
ま
ま
、
戦
力
低
下
し
な
が

ら
、
小
部
隊
に
分
断
さ
れ
る
も
士
気
旺
盛

に
死
闘
し
た
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

メ
イ
ク
テ
イ
ラ
ー
の
日
本
軍
が
攻
撃
に

お
い
て
、
タた

だ
ん弾

と
い
う
対
戦
車
用
の
新
兵

器
が
使
わ
れ
た
か
ど
う
か
未
確
認
で
す

が
、
3
月
7
日
に
ウ
ェ
ト
レ
ッ
ト
村
で
タ

弾
で
交
戦
し
た
こ
と
が
、
49
師
団
山
砲
第

3
中
隊
長
中
村
清
一
氏
の
証
言
を
取
材
さ

れ
た
遠
藤
美
幸
氏
の
著
書
『
悼
む
人
』

（
96
～
97
ペ
ー
ジ
よ
り
引
用
）
に
記
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　

中
村
清
一
氏
は
メ
イ
ク
テ
イ
ラ
ー
か
ら

南
約
35
㌔
付
近
の
ウ
ェ
ト
レ
ッ
ト
村
に
て

交
戦
。
英
印
軍
の
戦
車
30
両
を
同
地
で
迎

え
撃
ち
ま
し
た
。
49
師
団
狼
兵
団
に
は
唯

一
「
タ
弾
対
戦
車
用
炸
裂
弾
」
と
い
う
新

兵
器
が
あ
り
、
1
9
4
4
年
ド
イ
ツ
か
ら

技
術
を
学
び
北
九
州
小
倉
の
兵
器
工
場
で

製
造
さ
れ
、
45
年
初
頭
か
ら
ビ
ル
マ
戦
に

投
入
さ
れ
た
の
で
す
が
、
44
年
に
編
成
さ

れ
た
第
49
師
団
（
狼
）
だ
け
が
装
備
し
て

い
た
よ
う
で
「
武
器
劣
勢
の
日
本
軍
が
巨

大
な
M
4
戦
車
に
唯
一
対
抗
で
き
た
の
は

タ
弾
と
い
う
新
兵
器
が
あ
っ
た
か
ら
」
と

誇
ら
し
げ
に
語
っ
た
と
記
述
が
あ
り
ま
す
。

　

戦
後
、
中
村
氏
は
ウ
ェ
ト
レ
ッ
ト
村
に

村
人
の
為
に
井
戸
や
寺
院
を
寄
付
さ
れ
ま

し
た
。
毎
年
3
月
7
日
に
現
地
の
ウ
エ
モ

ン
氏
を
中
心
に
村
人
に
よ
り
日
本
人
戦
没

者
の
慰
霊
祭
を
開
催
さ
れ
て
い
る
と
聞

き
、
私
は
2
0
2
0
年
に
ウ
ェ
ト
レ
ッ
ト

村
の
慰
霊
祭
に
中
村
清
一
様
の
遺
族
と
一

緒
に
参
列
し
ま
し
た
。
帰
国
時
に
は
コ
ロ

ナ
で
フ
ラ
イ
ト
便
が
困
難
と
な
っ
て
い
た

時
期
で
し
た
。

　

そ
の
後
第
1
6
8
聯
隊
は
、
1
9
4
5

年
8
月
、
チ
ャ
ウ
チ
ド
イ
ン
に
お
い
て
終

戦
命
令
を
受
け
軍
旗
・
重
要
書
類
を
焼
却
。

10
月
28
日
武
装
解
除
。
10
月
末
、
捕
虜
と

な
っ
た
日
本
兵
は
各
班
に
分
か
れ
、
モ
パ

リ
ン
作
業
班
1
8
0
名
は
道
路
整
備
に
つ

き
9
カ
月
間
従
事
。
1
9
4
6
年
6
月
末

モ
ー
ル
メ
ン
港
よ
り
帰
路
乗
船
を
し
た
。

モ
パ
リ
ン
作
業
班
は
7
月
13
日
広
島
大
竹

港
に
到
着
。
感
激
の
あ
ま
り
皆
腰
が
抜
け

歩
け
な
い
ほ
ど
の
喜
び
だ
っ
た
と
聞
き
ま

し
た
。
父
は
入
隊
時
軍
曹
で
あ
っ
た
が「
感

状
」
を
受
け
2
階
級
特
進
で
、
少
尉
で
終

戦
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
父
は
そ
の
後
結
婚
し
て
第
一
子

を
授
か
る
（
1
9
5
8
年
3
月
24
日
生
）

も
の
の
、
へ
そ
の
緒
か
ら
細
菌
が
入
り
4

月
9
日
に
他
界
。
そ
の
子
は
16
日
間
の
命

で
し
た
。
痛
み
に
苦
し
む
赤
子
の
顔
が
戦

友
と
重
な
り
、「
戦
没
者
慰
霊
を
し
て
」

と
懇
願
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
思
い
、
戦

50回忌法要：現地ウーモンゴ氏
同席（1994年2月11日）

ウェトレット慰霊祭に参加
（2020年 3月 7日）



　 （　　）16（偕行　令和 6 年 3・4 月号）

没
者
慰
霊
に
熱
意
を
傾
け
僧
籍
を
目
指
し

た
理
由
の
一
つ
で
し
ょ
う
。

　

父
は
戦
後
70
年
特
集
の
Ｔ
Ｖ
取
材
で

語
っ
た
言
葉
に
、「
弾
を
送
る
為
に
は
食

糧
は
送
れ
な
い
と
出
発
の
時
に
分
隊
長
か

ら
聞
い
て
い
ま
し
た
」
と
語
り
な
が
ら
も

「
実
際
は
食
糧
ど
こ
ろ
か
武
器
弾
薬
の
補

給
も
一
切
送
ら
れ
て
く
る
こ
と
は
我
が
隊

に
は
な
か
っ
た
」
と
、
無
謀
な
戦
況
を
証

言
い
た
し
ま
し
た
。

慰
霊
碑
建
立

①
1
6
8
聯
隊
慰
霊
碑
（
メ
イ
ク
テ
イ

ラ
ー
）

　

1
9
7
7
年
2
月
（
33
回
忌
法
要
）
時

に
ミ
ャ
ン
マ
ー
慰
霊
を
歩
兵
第
1
6
8
聯

隊
の
戦
友
有
志
で
始
め
、
翌
年
1
9
7
8

年
2
月
11
日
、
メ
イ
ク
テ
イ
ラ
ー
の
シ
ュ

エ
チ
ャ
ン
寺
院
内
に
第
1
6
8
聯
隊
慰
霊

碑
を
建
立
し
ま
し
た
。

　

ビ
ル
マ
全
土
の
各
地
に
は
、
当
時
戦
友

会
組
織
が
全
盛
で
あ
り
多
数
の
慰
霊
碑
が

戦
闘
地
域
に
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
戦
友
の

高
齢
化
が
徐
々
に
進
み
、
維
持
管
理
が
し

や
す
い
ヤ
ン
ゴ
ン
の
日
本
人
墓
地
に
一
極

集
中
さ
せ
よ
う
と
、
各
地
の
慰
霊
碑
の
抜

魂
式
を
行
い
、
歩
兵
第
1
6
8
聯
隊
も

2
0
0
8
年
2
月
メ
イ
ク
テ
イ
ラ
ー
慰
霊

碑
の
抜
魂
式
慰
霊
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

日
本
遺
族
会
様
に
よ
れ
ば
、
時
代
経
過

と
と
も
に
、
放
置
さ
れ
た
ま
ま
の
慰
霊
碑

も
多
く
な
り
、
現
地
住
民
の
方
々
か
ら
撤

去
を
求
め
ら
れ
る
事
態
も
あ
る
そ
う
で
す
。

そ
の
際
は
ご
遺
族
を
探
し
同
意
書
を
受
領

後
、
部
隊
プ
レ
ー
ト
な
ど
は
日
本
人
墓
地

に
集
約
す
る
な
ど
適
切
な
対
応
い
た
だ
い

て
い
る
と
伺
い
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
厚
生

省
の
指
導
の
も
と
、
遺
骨
収
集
と
慰
霊
碑

管
理
の
対
応
に
ご
尽
力
頂
い
て
い
る
事
を

学
び
ま
し
た
。

　

た
だ
メ
イ
ク
テ
イ
ラ
ー
の
寺
院
内
に
あ

る
第
1
6
8
聯
隊
慰
霊
碑
は
ま
だ
保
持
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
ウ
ー
ニ
ャ
ー
ニ
サ
ラ
高

僧
に
意
向
を
確
認
し
た
際
、
そ
の
ま
ま
残

し
定
期
的
に
参
拝
の
上
、
管
理
費
を
奉
納

す
る
形
を
希
望
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
現
在

は
私
が
管
理
者
と
な
り
定
期
訪
問
し
保
持

継
承
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

②
ヤ
ン
ゴ
ン
日
本
人
墓
地
建
立

　

1
9
9
9
年
2
月
8
日　

ヤ
ン
ゴ
ン
の

北
オ
カ
ラ
ッ
パ
に
「
ヤ

ン
ゴ
ン
日
本
人
墓
地
」

が
日
本
政
府
に
よ
り
完

成
。【
写
真
：
当
時
の

ヤ
ン
ゴ
ン
日
本
人
墓

地
】
旧
タ
モ
エ
、
チ
ャ

ン
ド
ウ
墓
地
の
石
碑
も

移
転
さ
せ
、
戦
没
者
慰

霊
式
典
は
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

後
に
、
ヤ
ン
ゴ
ン
の
日
本
人
墓
地
の
中

央
の
慰
霊
塔
は
政
府
に
よ
り
建
立
さ
れ
ま

し
た
が
、
墓
地
造
園
は
全
国
の
戦
友
会
や

遺
族
か
ら
の
浄
財
を
集
め
整
備
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
資
金
を
全
国
戦
友
会
や
遺
族
の

皆
様
か
ら
集
め
ら
れ
奔
走
し
た
の
は
、
ワ

コ
ー
ル
の
塚
本
氏
と
父
今
里
淑
郎
で
あ
っ

た
と
全
ビ
ル
マ
会
の
上
原
嘉
光
会
長
よ
り

伺
い
ま
し
た
。

昨
日
の
敵
は
今
日
の
友

　

1
9
9
9
年
2
月
8
日
、
ヤ
ン
ゴ
ン
日

本
人
墓
地
建
立
式
典
に
は
日
本
か
ら
戦
友

会
・
遺
族
関
係
者
約
3
0
0
名
参
加
さ
れ

た
が
、
な
ん
と
敵
国
だ
っ
た
連
合
軍
の
元

退
役
軍
人
で
戦
争
和
解
活
動
を
進
め
て
お

ら
れ
た
「
英
国
作
戦
同
志
（
B
C
F
G
）」

の
戦
車
隊
長
（
ジ
ョ
ン･

ナ
ネ
リ
ー
氏
、

フ
ィ
リ
ッ
プ･

メ
イ
リ
ン
氏
）
ほ
か
17
名

も
ご
参
加
を
頂
い
た
の
で
す
。
敵
味
方
の

恩
讐
を
越
え
、
戦
友

同
士
が
共
に
戦
没
者

慰
霊
を
行
い
、
戦
争

和
解
「
昨
日
の
敵
は

今
日
の
友
」
こ
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、

素
晴
ら
し
い
慰
霊
祭

と
な
り
ま
し
た
。

　

B
C
F
G
の
2
名
と
日
本
側
の
世
話
役

と
写
し
た
写
真
を
父
は
と
て
も
大
切
に
保

管
し
て
い
ま
し
た
。【
写
真
参
照
：
右
端

が
父
】

　

冒
頭
に
表
記
し
た
昨
秋
来
日
の
ビ
ル
マ

作
戦
協
会
（
B
C
S
：
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
昭

子
会
長
）の
前
身
団
体
が
B
C
F
G
で
す
。

32
年
の
時
を
超
え
、
父
の
大
切
に
し
た
写

真
の
後
継
団
体
と
私
が
巡
り
会
い
、
こ
の

度
の
慰
霊
活
動
を
共
に
で
き
た
奇
跡
に
感

謝
い
た
し
ま
す
。

僧
侶
に
な
ろ
う
と
ヤ
ン
ゴ
ン
で
誓
い
合
っ

た
約
束
と
は　

─
1
9
9
9
・
2
・
8
─

　

ヤ
ン
ゴ
ン
日
本
人
墓
地
建
立
慰
霊
祭
世

話
役
だ
っ
た
10
名
の
元
将
校
は
大
き
な
決

意
と
約
束
を
固
め
ま
し
た
。
そ
れ
は
こ
の

10
名
で
戦
没
者
慰
霊
を
す
る
た
め
に
「
ビ

ル
マ
の
竪
琴
の
よ
う
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
上
座

僧
の
資
格
を
取
り
全
員
で
戦
没
者
慰
霊
を

し
よ
う
」
と
誓
い
合
っ
た
の
で
す
。
し
か

し
そ
れ
は
1
年
2
年
で
素
人
が
到
底
取
得

で
き
る
も
の
で
は
な
い
と
解
り
、
一
時
は

皆
が
諦
め
か
け
た
事
も
あ
っ
た
と
か
。

　

父
は
永
年
在
家
修
行
を
続
け
導
師
の
資

格
を
と
り
法
名
（
戒
名
）
を
つ
け
、
自
宅

祭
壇
を
作
り
我
が
「
歩
兵
1
6
8
聯
隊
の

戦
没
者
1
0
0
0
名
の
法
名
つ
け
」を
し
、

毎
朝
戦
友
の
ご
供
養
を
し
て
い
ま
し
た
。
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し
か
し
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
僧
に
な
る
に
は
準

備
と
し
て
瞑
想
が
で
き
る
こ
と
が
必
須
で

す
。
父
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
僧
に
な
る
た
め
の

下
準
備
を
7
年
が
か
り
で
ヨ
ー
ガ
原
流
天

風
式
座
禅
を
マ
ス
タ
ー
し
、
座
禅
の
イ
ロ

ハ
か
ら
入
り
瞑
想
の
所
作
も
学
び
準
備
を

整
え
た
頃
、
約
束
し
合
っ
た
10
名
の
世
話

人
の
皆
様
は
全
員
他
界
さ
れ
、
気
が
付
け

ば
最
後
の
一
人
が
父
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

毎
年
7
月
高
野
山
成
福
院
様
で
ビ
ル
マ

戦
没
者
慰
霊
祭
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
す
。

あ
る
年
、
祭
典
委
員
長
だ
っ
た
父
は
ミ
ャ

ン
マ
ー
大
使
を
招
待
し
、
大
使
よ
り
「
ビ

ル
マ
僧
籍
を
取
得
す
る
修
行
は
通
常
1
カ

月
ほ
ど
か
か
る
が
、
瞑
想
が
で
き
れ
ば
1

週
間
程
度
で
も
取
得
の
道
は
あ
る
」
と
ア

ド
バ
イ
ス
を
頂
い
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

な
ん
と
し
て
も
挑
戦
す
る
と
覚
悟
を
決

め
、
2
0
0
6
年
2
月
に
奮
起
し
84
歳
で

の
挑
戦
と
な
り
ま
し
た
。
い
つ
も
ミ
ャ
ン

マ
ー
慰
霊
に
同
行
を
依
頼
し
て
い
る
通
訳

の
キ
ン
マ
ウ
ン
タ
ン
氏
に
特
別
お
願
い

し
、
私
を
含
め
て
3
名
で
モ
ー
ビ
ー
市
に

あ
る
瞑
想
寺
院
「
チ
ェ
ン
メ
イ
イ
ェ
タ
僧

院
」
の
門
を
た
た
き
ま
し
た
。

　

ヤ
ン
ゴ
ン
か
ら
60
㌔
離
れ
、
木
々
に
囲

ま
れ
小
鳥
の
さ
え
ず
り
だ
け
が
聞
こ
え
る

静
か
な
瞑
想
寺
院
で
す
。
日
本
か
ら
ビ
ル

マ
僧
籍
の
修
行
に
挑
戦
を
す
る
父
を
歓
迎

下
さ
り
、
高
僧
み
ず
か
ら
剃
刀
を
持
ち
、

「
ウ
テ
イ
ア
ン
ピ
ー
～
ブ
ッ
ダ
ハ
マ
～
サ

ラ
ナ
ム
～
」
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
お
題

目
を
唱
え
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
父
の
頭

を
丸
坊
主
に
仕
上
げ
て
い
か
れ
ま
し
た
。

「
髪
一
本
も
飾
り
物
。
す
べ
て
を
捨
て
る

こ
と
。
無
に
な
る
こ
と
が
修
行
の
始
ま
り
」

男
性
と
女
性
の
修
行
場
は
左
右
に
分
か
れ

早
々
に
仏
衣
に
着
替
え
ま
す
。
も
ち
ろ
ん

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
も
な
く
外
界
か
ら
一
切

遮
断
さ
れ
た
世
界
で
す
。
諸
事
の
作
法
を

教
わ
り
仏
界
に
入
る
儀
式
も
終
え
、
蚊
帳

が
つ
ら
れ
た
簡
易
な
木
製
ベ
ッ
ド
と
ト
イ

レ
が
あ
る
だ
け
の
、
バ
ン
ガ
ロ
ー
風
個
室

が
与
え
ら
れ
修
行
が
始
ま
り
ま
し
た
。
朝

3
時
半
起
床
し
瞑
想
、
食
事
は
朝
6
時
と

昼
11
時
の
2
回
の
み
。
そ
の
後
は
一
切
口

に
せ
ず
瞑
想
修
行
を
行
い
ま
す
。
当
然
、

女
性
の
私
は
、
ヤ
ン
ゴ
ン
市
内
の
ホ
テ
ル

か
ら
毎
日
通
い
、
食
事
の
時
に
無
言
で
の

付
き
添
い
が
許
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
父

に
触
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ミ
ャ
ン

マ
ー
で
は
僧
侶
の
身
分
地
位
は
高
く
、
仏

教
徒
と
し
て
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
男
性
は
2
度

出
家
す
る
（
子
供
の
頃
1
度
目
、
18
歳
以

上
に
2
度
目
）、「
修
行
を
積
み
現
世
へ
の

執
着
を
捨
て
る
こ
と
。
誰
に
も
ブ
ッ
ダ
の

道
が
開
か
れ
て
い
る
」
得
度
式
に
出
る
と

ミ
ャ
ン
マ
ー
人
も
大
変
ご
利
益
が
あ
る
か

ら
と
会
社
を
休
ん
で
駆
け
つ
け
て
く
れ
た

友
人
も
い
ま
し
た
。

【
右
上
「
上
座
僧
の
試
験
審
査
中
」。
右
下

「
上
座
僧
に
合
格
し
祝
福
を
受
け
る
父
」】

　

私
は
制
限
の
範
囲
内
で
毎
日
ヤ
ン
ゴ
ン

市
内
か
ら
通
い
、
1
日
2
回
の
食
事
時
に

面
会
を
許
さ
れ
仏
門
の
修
行
中
の
父
に
会

い
ま
し
た
。
永
年
ミ
ャ
ン
マ
ー
慰
霊
で
親

交
を
深
め
たSu-su-kyi

女
史
も
彼
女
の

お
母
様
が
得
度
し
た
ご
縁
の
僧
院
だ
と
駆

け
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。
私
は
お
金
で
寄

付
し
ま
し
た
が
、
彼
女
は
毎
日
僧
院
の
お

坊
様
に
1
0
0
名
分
の
食
事
や
果
物
、
菓

子
な
ど
寄
付
し
て
熱
心
に
応
援
下
さ
り
感

謝
で
し
た
。
本
来
な
ら
誰
に
も
黙
っ
て

ミ
ャ
ン
マ
ー
で
挑
戦
す
る
計
画
で
し
た

が
、
永
年
の
現
地
の
友
人
達
に
助
け
ら
れ

ま
し
た
。
更
に
、
不
思
議
な
事
に
、
昔
か

ら
高
野
山
の
ビ
ル
マ
慰
霊
祭
で
深
い
交
流

の
あ
っ
た
高
野
山
成
福
院
ご
住
職
、
仲
下

瑞
法
大
僧
正
が
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
来
て
お
ら

れ
、
私
が
宿
泊
し
て
い
た
ホ
テ
ル
で
偶
然

ご
住
職
に
お
目
に
か
か
り
、
父
の
僧
籍
挑

戦
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
と
帰
国
を
延
期
し

て
、
急
ぎ
父
の
元
に
駆
け
つ
け
、
得
度
式

に
臨
席
下
さ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
父
の
得

度
す
る
推
薦
人
に
な
っ
て
下
さ
る
な
ど
、

本
当
に
時
空
を
超
え
た
皆
様
の
お
力
が
ど

ん
ど
ん
集
ま
り
、
見
え
な
い
糸
で
す
べ
て

繋
が
り
合
う
と
い
っ
た
奇
跡
を
私
は
そ
ば

で
見
届
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
お
陰

様
で
父
の
得
度
式
の
一
連
の
修
行
の
す
べ

て
も
ビ
デ
オ
記
録
に
収
め
る
事
が
で
き
ま

し
た
。
今
ま
で
誰
も
な
し
え
な
か
っ
た

「
ビ
ル
マ
上
座
僧
」
の
資
格
取
得
が
叶
い
、

ご
英
霊
の
ご
加
護
と
感
謝
し
、
多
く
の
皆

様
の
お
力
を
い
た
だ
き
達
成
で
き
た
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

2
0
0
6
年
2
月
21
日
午
前
8
時
35

分
、
ビ
ル
マ
上
座
僧
名
「A SHIN JINA 

VAM
SA

（
ア 

シ
ン 

ジ
ナ 

ボ
ン
サ
）
84

歳
が
誕
生
。

　

ビ
ル
マ
僧
名
が
頂
け
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
何
人
も
の
方
々
が
ビ
ル
マ
僧
に
挑
戦
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
皆
一
般
僧
で
終
わ
ら
れ

て
い
る
と
聞
き
、
外
国
人
で
3
人
目
、
日

本
人
は
初
め
て
と
の
こ
と
で
し
た
。
モ
ー

ビ
ー
市
の
チ
ェ
ン
メ
イ
、
イ
エ
タ
僧
院
に
は

今
も
黄
金
色
の
袈
裟
を
着
た
上
座
僧
に
認

定
さ
れ
た
父
の
写
真
が
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。
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父
か
ら
慰
霊
巡
拝
を
引
き
継
い
だ
娘
（
私
）

　

私
は
、
父
の
戦
没
者
慰
霊
へ
の
想
い
が

他
の
誰
よ
り
も
熱
く
、
半
端
で
は
な
い
こ

と
を
ず
っ
と
肌
で
感
じ
て
お
り
、
父
と
1

9
9
1
年
よ
り
約
33
年
近
く
、
メ
イ
ク
テ

イ
ラ
ー（
部
隊
壊
滅
の
地
）を
遺
族
の
方
々

と
共
に
何
度
も
慰
霊
地
巡
礼
を
し
父
の
下

で
慰
霊
秘
書
と
し
て
、
い
つ
も
同
行
し
て

い
た
娘
で
し
た
。

　

さ
ら
に
父
の
他
界
後
の
2
0
1
9
年
11

月
に
未
踏
の
イ
ン
パ
ー
ル
や
ト
ン
ヘ
（
15

師
団
第
2
野
戦
病
院
跡
地
）
を
訪
れ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
北
西
部
サ
ガ
イ
ン
州
に

あ
る
少
数
民
族
地
域
は
政
情
不
安
の
た
め

永
年
外
国
人
入
域
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
地

で
同
年
8
月
解
除
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で

ホ
マ
リ
ン
か
ら
チ
ン
ド
ウ
ィ
ン
川
を
下
り
、

ト
ン
へ
を
訪
れ
、
義
祖
父
の
慰
霊
参
拝
を

し
た
後
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
側
か
ら
陸
路
で
、

タ
ム
経
由
で
そ
こ
は
麻
薬
密
売
ル
ー
ト
で

も
あ
っ
た
た
め
何
度
も
検
問
を
受
け
な
が

ら
、
ア
ラ
カ
ン
山
脈
を
越
え
、
イ
ン
ド
マ

ニ
プ
ー
ル
州
の
イ
ン
パ
ー
ル
に
入
り
ま
し

た
（
2
0
1
8
年
8
月
、
外
国
人
入
域
許

可
：
現
在
は
未
確
認
）。

　

15
師
団
の
京
都
の
祭
兵
団
の
イ
ン
パ
ー

ル
行
軍
ル
ー
ト
に
近
い
ル
ー
ト
で
す
。
私

達
（
夫
と
二
人
）
は
乾
季
の
チ
ン
ド
ウ
ィ

ン
川
を
渡
り
（
雨
季
は
船
路
閉
鎖
で
現
地

の
方
も
移
動
手
段
な
し
）
戦
時
中
の
兵
士

の
方
々
が
雨
季
の
す
さ
ま
じ
い
豪
雨
の

中
、
何
万
と
い
う
方
が
渡
河
し
き
れ
ず
流

さ
れ
、
ま
た
水
葬
さ
れ
た
川
だ
け
に
、
川

を
下
る
こ
と
に
内
心
大
変
な
勇
気
と
覚
悟

が
必
要
で
し
た
。
私
は
戦
没
者
の
方
々
に

感
謝
の
念
を
唱
え
な
が
ら
、
1
時
間
半
か

け
て
ホ
マ
リ
ン
か
ら
ト
ン
ヘ
村
ま
で
筏
風

の
船
で
乾
季
だ
か
ら
下
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
机
上
で
ど
ん
な
に
戦
史
を
読
ん
で

も
そ
の
文
字
だ
け
か
ら
は
理
解
で
き
な

か
っ
た
こ
と
を
、
現
地
の
地
形
を
歩
き
こ

の
川
を
下
る
と
い
う
体
験
か
ら
多
く
を
学

び
ま
し
た
。
さ
ら
に
補
給
も
な
く
，
飢
え

と
病
に
侵
さ
れ
た
状
況
で
、
雨
季
の
凄
ま

じ
い
濁
流
を
渡
河
す
る
勇
兵
の
方
々
に
と

り
、
い
か
に
過
酷
だ
っ
た
の
か
を
肌
で
感

じ
私
に
と
り
衝
撃
の
ビ
ル
マ
戦
争
追
体
験

と
な
っ
た
の
で
す
。
地
獄
の
ビ
ル
マ
戦
の

一
端
に
触
れ
た
気
が
し
ま
し
た
。

●
ヤ
ン
ゴ
ン
日
本
人
墓
地
に
全
ビ
ル
マ
会

の
上
原
会
長
の
許
可
を
頂
き
ご
支
援
の
も

と
、
父
の
念
願
だ
っ
た
「
第
1
6
8
聯
隊

の
記
念
植
樹
」
を
さ
せ
て
頂
き
、
木
の
根

元
に
吉
田
聯
隊
長
以
下
部
隊
戦
没
者
全
員

の
名
簿
を
薄
い
和
紙
に
縮
小
コ
ピ
ー
し
て

埋
葬
致
し
ま
し
た
。
参
拝
者
が
和
ん
で
下

さ
る
よ
う
に
と
、
赤
い
プ
ル
メ
リ
ア
を
植

樹
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
（
2
0
1
8

年
12
月
1
日
）。

　

ヤ
ン
ゴ
ン
日
本
人
墓
地
の
管
理
人
様
の

手
入
れ
の
お
陰
で
毎
年
赤
い
可
愛
い
花
が

咲
い
て
お
り
ま
す
。

【
上
「
ヤ
ン
ゴ
ン
日
本
人
墓
地
」、
下
「
第

1
6
8
聯
隊
慰
霊
植
樹
し
た
赤
い
プ
ル
メ

リ
ア
」】

●
マ
レ
ー
シ
ア
慰
霊
巡
礼
コ
タ
バ
ル

　

2
0
2
3
年
6
月
に
マ
レ
ー
シ
ア
の
コ

タ
バ
ル
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
訪
れ
、
そ
の

地
か
ら
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
入
ら
れ
た
部
隊
の

戦
地
コ
タ
バ
ル
上
陸
地
の
海
岸
で
慰
霊
を

行
い
ま
し
た
。
第
18
師
団
の
菊
兵
団
の
歩

兵
第
55
・
56
聯
隊
の
戦
地
と
な
り
そ
の
後

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
経
て
ビ
ル
マ
戦
に
進
軍

さ
れ
、
雲
南
戦
場
に
て
父
の
第
1
6
8
聯

隊
と
共
に
戦
っ
た
部
隊
で
す
。
ミ
ャ
ン
マ
ー

慰
霊
に
行
け
な
い
の
で
、
マ
レ
ー
シ
ア
・
コ

タ
バ
ル
ほ
か
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
各
地
で
戦

没
者
を
慰
霊
す
る
こ
と
が
出
来
こ
の
目
で

戦
場
と
ト
ー
チ
カ
が
何
か
を
学
べ
ま
し
た
。

●
ビ
ル
マ
作
戦
協
会
来
日

　

2
0
2
3
年
10
月
15
日
、
前
述
の
ビ
ル

マ
作
戦
協
会
が
来
日
さ
れ
、
元
連
合
軍
の

兵
士
リ
チ
ャ
ー
ド
・
デ
イ
氏
を
迎
え
京
都

霊
山
観
音
に
て
歩
兵
第
1
6
8
聯
隊
の
慰

霊 

祭
」
参
列
下
さ
り
、
京
都
祭
兵
団
歩
兵

第
60
聯
隊
の
ご
遺
族
と
ご
一
緒
に
日
英
合

同
和
解
の
慰
霊
祭
と
懇
親
会
席
上
で
全
員

握
手
交
流
が
で
き
ま
し
た
事
、
お
礼
申
し

右から二番目が上座僧に
なった父。右端は筆者
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上
げ
ま
す
。

【
上
「
ビ
ル
マ
作
戦
協
会
の
皆
様
が
千
鳥

ケ 
淵
戦
没
者
墓
苑
に
献
花
」、
下
「
京
都

霊
山
観
音
様
で
の
歩
兵
第
1
6
8
聯
隊
の

慰
霊
祭
」】

　

父
が
1
9
9
9
年
2
月
8
日
に
ヤ
ン
ゴ

ン
日
本
人
墓
地
慰
霊
祭
で
日
英
和
解
が
戦

友
同
士
で
実
現
で
き
た
こ
と
、
そ
し
て
昨

秋
に
二
世
の
私
ど
も
が
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者

墓
苑
と
京
都
の
霊
山
観
音
様
に
て
日
英
戦

没
者
の
慰
霊
祭
で
交
流
で
き
た
こ
と
、
ご

英
霊
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

父
か
ら
の
後
世
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

今
里
淑
郎
96
歳
（
2
0
1
8
年
3
月
1

日
他
界
。
こ
の
日
と
翌
日
は
メ
イ
ク
テ
イ

ラ
ー
会
戦
で
部
隊
壊
滅
し
た
日
）。

　
「
一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。
戦

後
七
十
余
年
が
流
れ
ま
す
と
ほ
と
ん
ど
の

人
に
戦
争
は
遠
い
昔
話
の
よ
う
な
感
じ
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
私
は
戦
争
を
賛
美
し

肯
定
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が　

戦

争
体
験
者
と
し
て
、
歴
史
の
事
実
と
し
て
、

日
本
人
と
し
て
、
当
時
二
十
歳
そ
こ
そ
こ

の
若
者
た
ち
が
生
命
を
捧
げ
守
ろ
う
と
し

た
も
の
が
何
で
あ
っ
た
か
、
正
し
く
理
解

し
今
も
な
お
ビ
ル
マ
の
荒
野
に
己
の
生
命

の
価
値
を
問
い
続
け
て
い
る
も
の
が　

横

た
わ
っ
て
い
る
事
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い

の
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

最
後
に

　

今
後
、
引
き
続
き
、
二
世
の
視
点
で
戦

没
者
慰
霊
を
含
め
後
世
に
戦
争
を
語
り
継

ぐ
活
動
や
、
イ
ン
パ
ー
ル
や
メ
イ
ク
テ
イ

ラ
ー
の
激
戦
地
を
訪
れ
、
昨
夏
に
は
マ

レ
ー
シ
ア
の
コ
タ
バ
ル
慰
霊
に
も
足
を
運

び
慰
霊
巡
拝
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。　

今
と
な
っ
て
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
渡
航
が
厳
し

い
現
況
、
イ
ン
パ
ー
ル
訪
問
の
紀
行
著
書

が
お
陰
様
で
貴
重
だ
と
喜
ば
れ
て
お
り
ま

す
。　

最
近
は
ビ
ル
マ
戦
の
部
隊
編
成
や

現
地
の
様
子
を
知
る
一
人
と
し
て
慰
霊
祭

に
て
遺
族
相
談
を
受
け
る
こ
と
も
多
く
な

り
、
ご
遺
族
と
共
に
戦
史
を
調
べ
学
び
な

が
ら
、
進
め
て
お
り
ま
す
。
例
年
7
月
の

高
野
山
成
福
院
様
で
の
ビ
ル
マ
戦
没
者
慰

霊
祭
を
は
じ
め
、
原
隊
で
あ
る
丹
波 

篠
山

市
の
戦
没
者
追
悼
式
、
霊
山
観
音
の
慰
霊

法
要
な
ど
、
各
慰
霊
祭
に
参
列
さ
せ
て
頂

き
な
が
ら
、
ま
だ
ま
だ
未
熟
な
が
ら
世
話

人
と
し
て
活
動
し
て
お
り
ま
す
。
ビ
ル
マ

の
戦
地
を
生
き
抜
い
た
父
や
先
陣
の
皆
様

の
想
い
を
大
切
に
、
証
言
を
も
と
に
、
残

さ
れ
た
記
録
か
ら
正
し
く
戦
史
を
学
び
戦

跡
巡
礼
の
体
験
も
よ
り
多
く
の
皆
様
に
伝 

承
で
き
れ
ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

世
界
中
か
ら
一
日
も
早
く
戦
争
犠
牲
が

な
く
な
り
平
穏
な
日
々
が
送
れ
る
日
が
来

る
こ
と
を
切
に
願
い
つ
、
戦
闘
に
従
事
さ

れ
た
勇
兵
の
皆
様
方
の
ご
冥
福
を
祈
り
ま

す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

【
写
真
：
右
上
「
高
野
山
成
福
音
ビ
ル
マ

戦
没
者
慰
霊
祭
世
話
人
」、
右
下
「
丹
波

篠
山
戦
没
者
追
悼
式
」、
左
上
「
千
鳥
ヶ

淵
戦
没
者
墓
苑
秋
季
慰
霊
祭
」、
左
下
「
ヤ

ン
ゴ
ン
連
合
軍
兵
士
の
墓
地
（Htauk 

Kyant W
ar M

em
orial Cem

etery

）」】

【
著
書
の
紹
介
】

『
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
・

イ
ラ
ワ
ジ
・
メ
イ
ク

テ
イ
ラ
ー
会
戦
の
地

へ　

戦
没
者
慰
霊
の

旅
』（
藤
原
淑
子
著
）

　

千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者

墓
奉
仕
会
に
、
推
薦

図
書
と
し
て
取
り
扱

い
中
で
す
。

は
じ
め
に

　

教
育
問
題
委
員
会
は
、
前
身
で
あ
る
教

育
問
題
P
T
の
頃
か
ら
、
文
科
省
の
学
習

指
導
要
領
の
改
正
に
伴
う
道
徳
教
育
の
開

始
の
時
期
に
合
わ
せ
て
、
青
少
年
が
ロ
ー

ル・モ
デ
ル（
お
手
本
）と
す
る
に
適
し
た
、

旧
軍
人
の
言
動
を
研
究
し
、
伝
記
風
に
記

述
し
『
偕
行
』
に
連
載
し
て
参
り
ま
し
た
。

日
本
陸
軍
軍
人
を
主
体
と
す
る
そ
の
足
跡

を
追
う
シ
リ
ー
ズ
は
、
30
回
を
数
え
ま
す
。

い
さ
さ
か
な
り
と
も
、
日
本
軍
人
の
徳
操

に
つ
い
て
、
皆
様
に
ご
紹
介
で
き
た
と
自

戦
後
占
領
政
策
と
日
本
の
現
在
⑴

　

わ
れ
わ
れ
は
、こ
れ
に
ど
う
向
き

合
う
べ
き
か

教
育
問
題
委
員
会




